















Influence of Surface Roughness on Fatigue Strength of 
Steel Plates with Stop-Holes and Web-Gusset Welded Joints with Finished Weld Toes 
 
広戸一也 





Many fatigue cracks have been detected in welded connections between main girder webs and lateral 
girder flanges. Stop Hole Method is a repair method for the cracks. Fatigue strength of out-of-plane gusset 
welded joints used for the connections of lateral girder flanges with the main girder webs is especially low. 
Therefore, the improvement of the fatigue strength is required. 
In this study, the influence of surface roughness in the finished parts on fatigue strength is discussed 
through surface roughness measurement tests and fatigue tests on model specimens simulating repaired 
members by the stop-hole method and out-of-plane gusset welded joints with finished weld toes. 

























































































秒の試験体4種類（#36， #36 → #80，#36 → #80 → #120，






直径は 4μm である．測定長さ（評価長さ）は 4000μm
（4.0mm），測定間隔は 0.5μm である．試験体数は各仕上














図 1 粗さ測定に用いた試験体 
写真 1 ストップホール法 
写真 2 ボルト締めストップホール法 
写真 3  添え板付きボルト締め         
ストップホール法 




表 1 供試鋼材の機械的性質と化学成分 
降伏点 引張強さ 伸び C Si Mn P S
（N/mm2） （N/mm2） （%） ×100 ×100 ×100 ×1000 ×1000















































































形関係にあり，Rz は Ra の約 6.0 倍，RzJISは Ra の約 5.9
倍となっている．そのため，これ以降は，粗さパラメー














































図 3 表面粗さと仕上げ時間の関係 









































壁の仕上げは，#36 の砥石，#80 の砥石，#220 の砥石を用
いて行った．また，ドリル明けのまま（仕上げなし）の
試験体も作製した．これらの試験体を，NF 試験体（仕上
げなし），#36 試験体，#80 試験体，#220 試験体と呼ぶ． 














































































図 8 残留応力分布 
図 4 円孔の粗さ測定に用いた試験体 
図 6 疲労試験に用いた試験体 
材質:SM490A 板厚:t=9mm 






#36 試験体の応力範囲 70N/mm2 の疲労試験では，1000
万回の荷重繰返しによっても疲労破壊は生じなかった．
また，#80 試験体と#220 試験体の応力範囲 80N/mm2の
疲労試験でも 1000 万回の荷重繰返しによっても疲労破
壊は生じなかった．これらの結果より，#80 試験体と#220





寿命 N に対する応力範囲 Δσの回帰直線である．NF 試験
体と#36 試験体の Δσ‐N 関係はほぼ同じであり，#80 と
#220 の関係はそれよりも上に位置している．図 9に示し




















































10万回 20万回 50万回 100万回
図 10 疲労強度の比較 
表 2 供試鋼材の機械的性質と化学成分 
降伏点 引張強さ 伸び C Si Mn P S V
（N/mm2） （N/mm2） （%） ×100 ×100 ×100 ×1000 ×1000 ×1000





表 3 仕上げ条件 
備考
メーカー 刃形 カット 刃の状態
1 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ つくし ダブルカット 旧
2 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ つくし ダブルカット 新
3 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ 砲弾 ダブルカット 旧
4 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ 砲弾 ダブルカット 新
5 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ 砲弾 シングルカット 新
6 ﾑﾗｷ 砲弾 ダブルカット 新
7 ﾑﾗｷ 砲弾 シングルカット 新
8 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ 球 ダブルカット 新 速度1
9 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ 球 ダブルカット 新 速度3
10 ﾆｭｰﾚｼﾞｽﾄﾝ 球 ダブルカット 新 速度5
試験片No.
超硬バーの種類
図 9 疲労試験結果 






































































図 13 試験体寸法 
 



































































疲労試験には，動的能力 500kN と 200kN の電気油圧
サーボ式材料試験機を用いた．応力範囲は，r=3mm の試
験体で 120，150，180，220N/mm2とし，AW 試験体はさ






























体においては，5R 試験体の回帰直線が 5RB 試験体の回帰
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図 16 疲労試験結果（ブラスト試験体） 
 
図 18 疲労試験結果（曲率半径の比較） 図 17 疲労試験結果（粗さの比較） 
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